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森林経営管理法が一部改正されました。宮城県内の森林を適切に管理し育てるための 仕組みと、今回の改正点についてご案内します。

森林経営管理法が一部改正されました。宮城県内の森林を適切に管理し育てるための仕組みと、今回の改正点についてご案内します。

森
林
経
営
管
理
法

一
部
改
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さ
れ
ま
し
た

（意意向向調調査査）
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②②経経営営管管理理をを委委託託

③-2林業経営に
適した森林
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林林業業経経営営体体にに再再委委託託市市町町村村がが自自らら管管理理

森森林林経経営営管管理理制制
度度のの概概要要パパンンフフ
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林林業業経経営営体体

②②集集積積・・集集約約化化

従来の制度 改正法に基づく制度

●市町村をサポートします！
平成31年度から一般社団法人宮城県林業公社内に、市町村の相談対応や技術指導を担う「宮

城県市町村森林経営管理サポートセンター」を設置し、県庁、地方事務所、サポートセンターが
連携し、市町村からの各種相談への対応、「所有者探索・特例措置研修」などの実践的な研修会
や「意見交換会」の開催、技術的観点から見た森林整備のノウハウ等について市町村を支援して
います。

森林環境譲与税を活用し、様々なかたちで森林経営管理制度の
推進を図っています！右のQRコードから御覧ください。

①①ササポポーートトセセンンタターー事事業業

③③森森林林ククララウウドドシシスステテムムのの運運用用
県が市町村等とリアルタイムで森林情報を共有するためのシステムの運用・保守管理を実施し

ています。
④④地地籍籍図図にに合合わわせせたた森森林林計計画画図図のの修修正正事事業業
県が整備している森林計画図及び森林簿について地籍図との整合を図り、森林

クラウドシステム等により提供することで、市町村が整備している林地台帳の
精度向上を図っています。

②②人人材材育育成成・・担担いい手手対対策策
森林経営管理を担う人材育成を目的とした森林施業プランナー養成研修、森林作業道作設オペレー

ター研修や林業経営者層を対象としたマネジメント研修等を開催しています。

市
町
村
に
森
林
を

預
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

各
市
町
村
で
は
「森
林
経
営
管

理
制
度
」に
基
づ
き
、
森
林
を
所

有
し
て
い
る
皆
様
へ
、
今
後
の
管

理
に
関
す
る
意
向
調
査
（ア
ン

ケ
ー
ト
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

森
林
の
所
有
者
に
は
適
切
な
手

入
れ
を
行
う
責
任
が
あ
り
ま
す

が
、
「遠
方
に
住
ん
で
い
て
手
入
れ

が
難
し
い
」、
「相
続
し
た
け
れ
ど

扱
い
が
分
か
ら
な
い
」と
お
困
り

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

皆
様
か
ら
の
御
回
答
を
き
っ
か

け
に
、
市
町
村
に
よ
る
管
理
の
サ

ポ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

大
切
な
森
林
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

た
め
に
も
、
調
査
票
が
届
き
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
御
回
答
く
だ
さ
い
。
市

町
村
へ
森
林
を
預
け
る
（管
理
を

委
託
す
る
）こ
と
も
可
能
で
す
。

※

意
向
調
査
は
、
郵
送
や
電
話
の

ほ
か
、
市
町
村
か
ら
業
務
委
託
を

受
け
た
森
林
組
合
や
民
間
会
社

が
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
持
ち
の
森
林
が

あ
る
市
町
村
の
担
当
窓
口
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（林
業
振
興
課
）

【令和７年度までの森林経営管理制度の実績】
伴走支援実施市町村数：２３市町村(延べ)
意向調査実施市町村数：３０市町村
集積計画作成市町村数：２０市町
森林整備実施市町村数：１８市町

県県のの森森林林環環境境譲譲与与税税
のの 取取 組組 状状 況況▶▶

平成31年4月からスタートした森林経営管理法(森林経営管理制度)ですが、
令和８年４月から一部改正法が施行されました。「林業経営に適した森林」に
係る集積・集約化を迅速に進められるよう、「集約化構想制度」が新設される
とともに、市町村の事務負担も減らすような制度が創設されました。以下に改
正のポイントをご紹介します。

（（
１１
））
集集
約約
化化
構構
想想
制制
度度

現
行
の
仕
組
み
に
加
え
、
市
町
村
、
都
道
府

県
、
林
業
経
営
体
、
木
材
関
連
事
業
者
を
は
じ

め
、
地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
森
林
の

経
営
管
理
の
将
来
像
を
話
し
合
い
、
経
営
管
理

の
集
約
化
を
通
じ
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

進
め
る
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
た
制

度
で
す
。

・
適
合
事
業
者
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
林
業

経
営
体
か
ら
、
市
町
村
に
構
想
を
提
案
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
構
想
の
中
で
森
林
所
有
者
か
ら
林
業
経
営
体

に
、
所
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

（（
２２
））
共共
有有
者者
同同
意意
要要
件件
のの
緩緩
和和

集
積
計
画
を
作
成
す
る
際
の
手
続
要
件
等
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。

（
間
伐
な
ら
1/

2
超
の
所
有
者
の
同
意
で
実

施
可
能
、
所
有
者
不
明
特
例
の
公
告
期
間
が
６

月
か
ら
２
月
に
短
縮
）

（（
３３
））
経経
営営
管管
理理
支支
援援
法法
人人
のの
指指
定定

多
く
の
市
町
村
に
お
い
て
林
業
専
門
職
員
が

不
足
す
る
中
、
専
門
的
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

す
る
法
人
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
や
す
く
す

る
た
め
、
市
町
村
が
任
意
で
法
人
を
「
経
営
管

理
支
援
法
人
」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▲意向調査森林の選定支援 ▲意見交換会の様子

▲メンテナンス・オペレータ研修 ▲伐倒技術指導者養成研修 ▲経営診断の実施

【【用用語語説説明明】】
集積：市町村や林業経営体等に対して、経営管理権や所有権等の、森林の

経営管理を行うための権利を集めること。
集約：作業路網の整備などをしつつ、森林を面的なまとまりで効率的に

経営管理を行える状態にすること。

特集

①①－－１１地地域域のの関関係係者者とと、、森森林林のの将将来来像像ににつついいてて話話しし合合うう

※ 必必要要なな権権利利ををままととめめてて設設定定・・移移転転

①①－－２２受受けけ手手ととななるる林林
業業経経営営体体をを先先にに決決めめ、、
迅迅速速にに集集約約化化をを実実現現

①①森森林林をを市市町町村村にに預預けけるるかかどどううかか意意向向をを確確認認

森
林
経
営
管
理
法
が

　
　
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

（
１
）集
約
化
構
想

　
現
行
の
仕
組
み
に
加
え
、
市
町
村
、
都
道
府
県
、

林
業
経
営
体
、
木
材
関
連
事
業
者
を
は
じ
め
、
地

域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
森
林
の
経
営
管
理

の
将
来
像
を
話
し
合
い
、
経
営
管
理
の
集
約
化
を

通
じ
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
る
新
た
な

仕
組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

•
適
合
事
業
者
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
林
業
経

営
体
か
ら
、
市
町
村
に
構
想
を
提
案
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

•

構
想
の
中
で
森
林
所
有
者
か
ら
林
業
経
営
体

に
、所
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

（
２
）共
有
者
同
意
要
件
の
緩
和

　
集
積
計
画
を
作
成
す
る
際
の
手
続
要
件
等
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。

（
間
伐
な
ら
１
／
２
超
の
所
有
者
の
同
意
で
実
施

可
能
、
所
有
者
不
明
特
例
の
公
告
期
間
が
六
ヶ
月

か
ら
二
ヶ
月
に
短
縮
）

（
３
）経
営
管
理
支
援
法
人
の
指
定

　
多
く
の
市
町
村
に
お
い
て
林
業
専
門
職
員
が
不

足
す
る
中
、
専
門
的
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

法
人
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
や
す
く
す
る
た

め
、市
町
村
が
任
意
で
法
人
を「
経
営
管
理
支
援
法

人
」と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　平成31年４月からスタートした森林経営管理法(森林経営管理制度)ですが、令和
８年４月から一部改正法が施行されました。「林業経営に適した森林」に係る集
積・集約化を迅速に進められるよう、「集約化構想」制度が新設されるとともに、
市町村の事務負担も減らすような制度が創設されました。
　以下に改正のポイントをご紹介します。

▲森林経営管理制
度の概要パンフ
レット（林野庁）

【用語説明】
集積：市町村や林業経営体等に対して、経営管理権や所有権等の、森林の経営管理を

行うための権利を集めること。
集約：作業路網の整備などをしつつ、森林を面的なまとまりで効率的に経営管理を行

える状態にすること。
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特 集 森林経営管理法が一部改正されました。宮城県内の森林を適切に管理し育てるための 仕組みと、今回の改正点についてご案内します。

市
町
村
に
森
林
を

　
預
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
各
市
町
村
で
は「
森
林
経
営
管
理

制
度
」に
基
づ
き
、
森
林
を
所
有
し

て
い
る
皆
様
へ
、
今
後
の
管
理
に

関
す
る
意
向
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
所
有
者
に
は
適
切
な
手

入
れ
を
行
う
責
任
が
あ
り
ま
す
が
、

「
遠
方
に
住
ん
で
い
て
手
入
れ
が
難

し
い
」、「
相
続
し
た
け
れ
ど
扱
い

が
分
か
ら
な
い
」と
お
困
り
の
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
回
答
を
き
っ
か

け
に
、
市
町
村
に
よ
る
管
理
の
サ

ポ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
す
。　

　
市
町
村
へ
森
林
を
預
け
る（
管
理

を
委
託
す
る
）こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
大
切
な
森
林
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
た
め
に
も
、
調
査
票
が
届
き
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
意
向
調
査
は
、
市
町
村
に
よ
る

郵
送
や
電
話
の
ほ
か
、
市
町
村

か
ら
業
務
委
託
を
受
け
た
森
林

組
合
や
民
間
会
社
が
実
施
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
　

詳
し
く
は
、
お
持
ち
の
森
林

が
あ
る
市
町
村
の
担
当
窓
口
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
林
業
振
興
課
）

▲メンテナンス・オペレータ研修

▲意向調査森林の選定支援

▲伐倒技術指導者養成研修

▲意見交換会の様子

▲経営診断の実施

【令和７年度までの森林経営管理制度の実績】
伴走支援対象市町村数：15市町村
意向調査実施市町村数：30市町村
集積計画作成市町村数：20市町
森林整備実施市町村数：18市町

●市町村をサポートします！
1 サポートセンター事業
　平成31年度から一般社団法人宮城県林業公社内に、市町村の相談対応や技術指導を担う「宮城県市町
村森林経営管理サポートセンター」を設置し、県庁、地方振興事務所、サポートセンターが連携し、市
町村からの各種相談への対応、「所有者探索・特例措置研修」などの実践的な研修会や「意見交換会」
の開催、技術的観点から見た森林整備のノウハウ等について市町村を支援しています。 

2 人材育成・担い手対策
　森林経営管理を担う人材育成を目的とした森林施業プランナー養成研修、森林作業道作設オペレー
ター研修や林業経営者層を対象としたマネジメント研修等を開催しています。

3 森林クラウドシステムの運用
　県が市町村等とリアルタイムで森林情報を共有するためのシステムの運用・保守管理を実施しています。

4 地籍図に合わせた森林計画図の修正事業
　県が整備している森林計画図及び森林簿について地籍図との整合を図
り、森林クラウドシステム等により提供することで、市町村が整備して
いる林地台帳の精度向上を図っています。

県の森林環境譲与税
の取組状況▶
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メンマづくり体験会を開催しました！
　竹は食用以外にもかごやざるなどに加工され、
私たちの暮らしの中で活用されてきました。しか
し、近年、竹やタケノコの活用が減ったことや、
生産者の高齢化により、荒廃した「放置竹林」が増
えています。
　この結果、森林の持つ公益的機能の低下やクマ
やイノシシなど野生動物のすみかになってしまう
などのリスクが高まっています。
　当所では、「おいしく食べて放置竹林をへらす」
ため、地域の方々のご協力のもと、令和元年度から
毎年５月にメンマづくり体験会を開催しています。
　メンマの材料は、竹になる直前の２～３ｍの高
さまで育った「幼竹」です。メンマに加工するため
に幼竹を収穫することで、竹林の整備が進むこと
が期待されます。
　令和８年度は、気仙沼市内の２カ所で開催し、
気仙沼市内はじめ一関市や石巻市から、のべ17
名の方々に参加いただきました。 体験会では、
材料として合計70本程度の幼竹を収穫し、その
後に皮むきやカットなどの下処理を行い、ゆでた

後に塩漬けにしました。メンマは最初の工程であ
る幼竹の採取に若干の労力が必要ですが、その後
の工程は大変な作業はほとんどなく、気軽にチャ
レンジしていただけるものです。今後は、管内の
飲食店と協力して「メンマ」のメニュー開発を行
い、試食会やイベント等で周知することで、「気仙
沼メンマ」の定着を支援し、「放置竹林」の解決に
つなげていきたいと考えています。
　今年の「気仙沼メンマ」は、７月以降に気仙沼市
内の直売所や生産者直売会で販売される予定です
ので、見かけた際にはぜひ手にとってみてくださ
い。　　　　（気仙沼地方振興事務所林業振興部）

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

「
栗
原
の
苔
」Ｐ
Ｒ
し
て
ま
す
！

みやぎの
特用林産

森林は木材だけではなくきのこや山菜など山の恵みも生み出します。安心・安全な
林産物を消費者に届けるための取組をご紹介します。

　

苔
玉
や
テ
ラ
リ
ウ
ム
な
ど
、
そ
の

癒
や
し
が
魅
力
の「
苔
」。
日
本
に
は

千
七
百
種
以
上
の
苔
が
あ
る
と
さ
れ
、

森
の
い
た
る
所
で
様
々
な
苔
を
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
清
涼
な
と
こ
ろ

で
ひ
っ
そ
り
と
生
え
る
苔
で
す
が
、
栗

駒
山
の
冷
気
や
水
な
ど
、
多
様
な
自
然

環
境
の
下
で
、
栗
原
に
は
た
く
さ
ん
の

種
類
の
苔
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

●
苔
の
栽
培

　
苔
は
体
表
全
体
で
水
と
養
分
を
吸
収

し
ま
す
が
、
本
体
を
細
断
し
た
栄
養
繁

殖
に
よ
る
栽
培
も
可
能
で
す
。
自
然
に

恵
ま
れ
た
栗
駒
文
字
地
区「
文
字
苔
っ

こ
の
会
」で
は
、
令
和
二
年
か
ら
苔
庭
用

の
ス
ギ
ゴ
ケ
、
緑
化
資
材
用
の
ス
ナ
ゴ

ケ
、
テ
ラ
リ
ウ
ム
等
に
活
用
す
る
ヒ
ノ

キ
ゴ
ケ
な
ど
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。「
愛
藍
人
文
字（
あ
い
ら
ん
ど
も

ん
じ
）」を
拠
点
に
、技
術
研
究
や
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
重
ね
、
地
域
お
こ

し
を
兼
ね
て
、
各
種
の〝
苔
活
〟に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
苔
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、今
年
も
開
催
！

　
一
般
の
方
に
も
、苔
と
ふ
れ
あ
い
、良

さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
県
内
外
の

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
相
互
交
流
す

る
催
し
を
、県
、市
及
び
栗
駒
高
原
森
林

組
合
が
実
行
委
員
と
な
り
令
和
元
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
手
の
ひ
ら

の
苔
庭「
テ
ラ
リ
ウ
ム
」・「
苔
玉
」の
ほ

か
、
数
々
の
苔
グ
ッ
ズ
の
展
示
販
売
や

製
作
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
毎
年
五
百

～
千
人
が
来
場
し
、
苔
と
の
出
会
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
十
月
三
日

（
土
）に「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
開
催
予
定

で
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

 （
栗
原
地
域
事
務
所
林
業
振
興
部
）

◀作業中の
　様子

◀▲苔フェスティバル
で苔の販売を行う参加
者。販売コーナーには
様々な苔グッズが並ぶ。

詳しくはこちらのHPから▲
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第239号　みやぎの林業だより　令和８年８月25日　

金融支援の
ご案内

林業・木材産業従事者への金融支援として、設備資金等を無利子で貸し付ける「林業・木
材産業改善資金」、運転資金を低利で貸し付ける「木材産業等高度化推進資金」、及び信用
力の保管により融資を受けやすくする「林業信用保証制度」についてご案内します。

　
（
独
）農
林
漁
業
信
用
基
金
は
、林
業
・
木

材
産
業
を
営
む
皆
様
が
融
資
を
受
け
る
際

に
、そ
の
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
経

営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
林
業
信
用
保
証
」を

提
供
し
て
い
ま
す
。
豊
富
な
保
証
実
績
と

行
政
や
関
係
団
体
と
の
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
、事
業
者
の
皆
様
や
融
資
機
関

等
に
対
し
て
様
々
な
情
報
提
供
も
可
能
で

す
。ぜ
ひ
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
保
証
の
対
象
資
金
】

　
林
業
・
木
材
産
業
の
事
業
用
資
金
全
般

（
例
）苗
木
・
立
木
の
購
入
費
、
燃
料
費
・

人
件
費
の
運
転
資
金
、建
物
・
林
業
機
械
・

木
材
加
工
機
械
の
整
備
等
の
た
め
の
設
備

資
金
等

【
保
証
料
】

•

保
障
の
提
供
に
当
た
り
、
財
務
内
容
に

応
じ
た
保
証
料
が
必
要
で
す
。

•

保
証
料
率
は
年
〇･

一
五
～
一･

八
パ
ー

セ
ン
ト
以
内
と
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

•

原
油
な
ど
価
格
高
騰
対
策
や
自
然
災
害

か
ら
の
復
旧
、
新
規
創
業
へ
の
支
援
等

は
、
最
大
五
年
間
の
保
証
料
免
除
が
可

能
で
す
。

～林業・木材産業者への金融支援について～
○林業・木材産業改善資金
　林業・木材産業経営の改善や、労働災害の防止、林
業従事者の確保を目的に、事業者の皆さんの創意工夫
を生かした様々な取組に対し、必要な資金を無利子で
貸し付ける制度です。
【貸付対象事業】
•新たな林業部門、木材産業部門の経営の開始
•林産物の新たな生産・販売方式の導入
•林業労働に係る安全衛生施設・福利厚生施設の導入
【貸付対象者】
•林業に携わる方
　（森林所有者、森林組合、素材生産業者等）

•木材産業を営む方
　（木材製造業、木材卸売業、木材市場業）
※新規参入も対象となります。
【貸付限度額】

林業事業者 木材事業者
個人 会社 団体 1億円1500万円 3000万円 5000万円

【償還期間】
10年以内（うち据え置き期間３年以内）
※法律の特例により、償還期間や据え置期間が延長さ
　れる場合もあります。

○木材産業等高度化推進資金
　木材関連産業の合理化や林業経営の改善を図るた
め、低利な運転資金を貸し付ける制度です。資金を借
りるためには、計画を作成し、知事の認定を受ける必
要があります。
【貸付対象資金】　　　
•素材生産、素材・木材製品引取、素材加工、造林、

素材生産の請負などに必要な資金
【貸付対象者】
•林業に携わる方　•木材産業を営む方
※新規参入も対象となります。

【必要な計画】
•林業経営改善計画　•合理化計画
•木材安定供給確保事業計画
【貸付利率】
•短期資金：1.95~2.25％
•長期資金：2.20~2.85％
※信用基金の補償付きの場合は、貸付利率から0.4％
　減じます。
【貸付限度額】
•資金内容に応じて１億円～ 5億円

•民間金融機関から融資を
受ける際に、出資金及び
保証料を支払うことで、
農林漁業信用基金によ
る債務保証を受けるこ
とができます。

•担保及び連帯保証人が必
要となる場合もあります。

 申請要件の確認や、申請書等の作成方法など、御不明な点は県
へお気軽にお問い合わせください。
　融資の具体的な手続については各融資機関へ、情報保証につ
いては、農林漁業信用基金へお問い合わせください。
【申請方法等】
• 最寄りの県地方振興事務所（地域事務所）林業振興部林業振興班    
• 県林業振興課調整班
制度の詳細や様式については県ホームページをご覧ください。

！担保及び債務保証 相談窓口

林業制度金融
について
HPはこちら

林
業
信
用
保
証
の
ご
案
内

農
林
漁
業
信
用

基
金
Ｈ
Ｐ
◀

【お問い合わせ】
  林業信用保証
  管理部
  ☎03（3434）7825
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令和８年８月25日　みやぎの林業だより　第239号

　宮城県は広葉樹が育つ恵まれた自
然環境と、加工を可能にする技術を
有する土地で、県産広葉樹の利用に
取り組んできました。ここでは、これ
まで県が取り組んできた広葉樹利用
の支援や、県内での活用の広がりに
ついてご紹介いたします。

　県庁食堂に県産広葉樹の椅子
　やテーブルを導入！
　県庁舎２階の食堂のリニューアル
に伴い、県産広葉樹を活用した家具
を設置しました。また、講堂前のロ
ビーにも県産広葉樹の家具を設置し、
多くの来庁者の方にご利用いただい
ています。

　県産広葉樹「学んで・触れて・つくる」
　を体験するワークショップを開催
　イオンモール新利府北館北イベン
トコートにて、木工職人を講師とし
た県産広葉樹を使った小物製作ワー
クショップを開催しました。広葉樹
についてのミニ講義も行い、広葉樹
と針葉樹の違いや、特徴、使われ方
について学んだあと、実際に木に触

れながらキーホルダー等を製作し、
広葉樹の魅力をたっぷり感じられる
ワークショップになりました。

原木市場も広葉樹が盛り上
がっています！

　県内の流通拠点である大衡綜合セ
ンターの原木市場では、広葉樹の取
引が活発化しています。
　令和３年度に467㎥だった出品量
は、令和7年度には1,044㎥まで増加
しました。
　市場担当者による積極的な集荷や
情報発信の取組も行われる中、他県
からの引き合いも高まるなど、県産広
葉樹の注目度は年々高まっています。

　仙台木材市場が「ナラ枯れ材
　フローリング」を開発
　県内では、ナラ枯れ材を含む広葉
樹の活用が十分に進んでいない状況
にあります。こうした中、林野庁事業
を活用し、仙台木材市場が中心とな
り、被害木を地域資源として生かす
取組を実施しました。無垢フローリ
ングを開発したほか、原木の調達か
ら製材・加工、販売までを地域内で
つなぐ体制も整備しました。

　素材生産業者向けの研修会の開催
　令和６年度から、広葉樹に関する
採材検討会等の素材生産業者向けの
広葉樹に関する研修会を開催してい
ます。
　講義では市場で求められる樹種や
単価、造材の基本を学び、その後は伐
採現場で実践的に採材を検討しまし

た。講師の指導のもと、節や曲がりを
見ながら意見交換し、採材した木材
は実際に市場で販売し結果を共有し
ました。現場と市場をつなぐ実践的
な内容で、参加者のスキル向上につ
ながりました。

　建物の内装木質化と木製品配
　備を支援しています
　宮城県では、県産材を活用した内
装木質化や木製品の導入に対し、材
料費などの経費を支援しています。
補助額は内装木質化が最大 200 万
円、木製品の導入が最大 100 万円。
さらに、森林認証材を使用した場合
には追加の加算措置もあります。
　木を取り入れることで、あたたか
く心地よい空間づくりが叶えられま
す。お店やオフィスづくりに、みやぎ
の広葉樹を取り入れてみ
ませんか？ 

　県産広葉樹デジタルパンフレット
　林業振興課では県産広葉樹製品を
紹介する『県産広葉樹デジタルパンフ
レット』を作成しています。下のＱＲ

コ ー ド か ら ご
覧頂けます。
（林業振興課）

木育の推進や建造物への活用など、宮城県産の木材は、様々な形で積極 的に活用されています。適切な活用の普及・振興のため県が行っている取組をご紹介します。

▲（上）リニューアルされた県庁食堂「カフェ
テリアけやき」
（下）登米市産森林認証材を活用したパー
テーション

▲大衡綜合センターの市場に出品されてい
る広葉樹

▲ワークショップで制作したキーホルダー

▲ナラ枯れ材を活用した無垢フローリング材

▲（上）意見交換を行う研修参加者
　（下）実際に販売された木

県補助事業の詳細は
こちらから▶

みやぎの広葉樹利用を応援しています！

◀▲広葉樹デジタル
パンフレット。
詳細はQRコードから
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第239号　みやぎの林業だより　令和８年８月25日　

　宮城県では、木の温もりや優しさ、県産材を利用すること
の意義について広く県民の皆様に感じていただくとともに、
森林認証製品をはじめとした県産木材の利用促進を図るこ
とを目的として、「みやぎの木製品展2026」を開催します。
　本展示会では、県内の木製品製造事業者が手掛けた多彩
な製品を一堂に集め、日々の暮らしに身近な木製小物から
おもちゃ、食器、家具まで幅広い品々をご紹介します。木材
が持つ質感や香りなど、実際に目にすることで木の魅力を
より身近に感じていただける内容となっています。
　さらに、地域資源としての森林や木材を活かす取組や、環
境に配慮した素材利用の重要性についても理解を深めてい
ただく機会となることを目指しています。
　木に触れ、木を知り、暮らしの中での活用を考えるきっか
けとなる本展示会に、是非ご来場ください。　（林業振興課）

　４月29日（水・祝）開催の「浦霞蔵まつり2026」
の会場において、「みやぎの木づかいOke Lab in
浦霞」を実施しました。
　昨年は、県産スギの半切桶で仕込んだ純米酒が
全国育樹祭において乾杯酒に採用され、「木桶の文
化」＝「木づかいの文化」の発信に大きく前進した
年でした。この度、その中心となった塩竃市の酒
蔵「株式会社佐浦」様、石巻市の木材加工業者「丸勝
モルダー特殊加工」様と連携のもと、県職員が所属
の枠を超えて取り組んでいる「木桶プロジェクト」
をＰＲしました。
　会場では、来場した子供向けに木桶を的にした
射的や木製ガチャ、木製釣りの他、大人向けに全
国育樹祭の木製バックパネルをアップサイクルし
た木製コースターの製作（育樹祭と浦霞のロゴの
焼印体験）、木桶の竹箍フラフープ等、みやぎの木
に親しみ、木製品の良さを体感していただく催し
としました。
　当日は、雨天にもかかわらず、400名を超える
来場者が訪れ、特に木製コースター製作は大盛況

でした。木遊びコーナーには120名を超える子供
たちが訪れ、楽しみながら木づかい文化に触れて
学んでいただきました。
　木桶プロジェクトでは引き続き醸造元とのマッ
チングに取り組み、木材の多様性・機能性・価値
を広く発信しながら、木づかい文化の継承、醸造
業に蘇る木材利用の拡大を目指していきます。

（仙台地方振興事務所林業振興部）

みやぎの木製品展 2026 開催のお知らせ

「みやぎの木づかい Oke Lab in 浦霞」で木づかい文化を発信

▲みやぎの木製品展2025の様子

▲木桶コースター製作

木桶プロジェクト
ロゴバッジ▶

みやぎの木づかい 木育の推進や建造物への活用など、宮城県産の木材は、様々な形で積極 的に活用されています。適切な活用の普及・振興のため県が行っている取組をご紹介します。

●期間　令和８年８月31日（月）から10月30日（金）まで
●時間　午前９時30分から午後４時まで
　　　　※土・日・祝日は休み、最終日は午後３時30分まで
●場所　県政広報展示室（県行政庁舎18階）
●内容　県産材を使った木製品の展示
　　　　（木製小物、おもちゃ、食器、家具など）
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令和８年８月25日　みやぎの林業だより　第239号

　地震や大雨によって被災した林道施設で災害
復旧事業を実施するためには、災害の発生から
30日以内に被害箇所を報告する必要があります。
このことから発災時に迅速な被害調査を行うた
め、東部地方振興事務所では、災害初動調査にア
プリを活用しています。
　これまで、大型台風等により災害要件を満たす
雨量が管内全域で観測された場合は、全路線を調
査することとなり、被害箇所の確認後も、図上で
位置の特定や状況写真の整理を行うなど、多大な
労力を要してきました。
　これに対して、当所では林野庁が提供する「林
道調査アプリ」を活用して、被災した林道に対す
る被害調査時間の短縮と、事務量の縮減を図って
います。
　当アプリでは、車で走行しながらＧＮＳＳによ
り位置情報を取得、そのデータから林道線形と被
災箇所を地図上に記録し、現地写真を取り込むこ
とで説明資料等を作成できるため、報告の簡略化
が可能となりました。また、倒木の除去や大型土
のうによる仮復旧工事の施工位置を図示できる
ため、円滑な応急工事の実施につながります。

　今後は、当所及び市町村担当者を交えて研修会
を開催するなど、当該アプリの使用方法の普及を
図ると共に、災害が発生した際には、迅速な調査
と早期の事業展開ができるよう努めていきます。
　　　　　　（東部地方振興事務所林業振興部）
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

鳴子こけしに使うミズキの育成

「林道調査アプリ」 による災害初動調査

地域レポート 

▲アプリの調査結
果表示画面。地図
上に写真が表示さ
れる

◀アプリの操作方
法の研修

　

鳴
子
こ
け
し
に
利
用
す
る
ミ

ズ
キ
は
、
肌
が
白
く
、
年
輪
が
不

明
瞭
で
、加
工
が
し
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
、伝
統
的
工
芸
品

の
材
料
と
し
て
長
年
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

●
ミ
ズ
キ
っ
て
ど
ん
な
木
？　

•

県
内
に
点
在
す
る
高
木
性
の

樹
木

•

５
月
～
６
月
に
白
い
花
を
咲

か
せ
、よ
く
目
立
つ

　
（
ミ
ズ
キ
を
探
す
の
は
花
の
時

期
が
ベ
ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ
）

•

林
縁
部
な
ど
明
る
い
場
所
で

の
成
長
が
よ
い
と
思
わ
れ
る

•

秋
に
紫
色
の
果
実
を
実
ら
せ

る
た
め
、鳥
や
ク
マ
の
食
料
と

な
る
。種
子
散
布
は
こ
の
よ
う

な
動
物
が
担
う
。 

　
当
事
務
所
で
は
、花
が
咲
く
時

期
に
、こ
け
し
工
人
さ
ん
と
ミ
ズ

キ
の
生
育
場
所
や
本
数
な
ど
を

把
握
し
、今
後
の
利
用
の
準
備
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
崎
市
が
行
う
鳴
子
温

泉
地
域
の
植
樹
祭
で
は
、毎
年
ミ

ズ
キ
が
二
百
本
程
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ミ
ズ
キ
の
苗
木
は
、
植

栽
す
る
森
林
の
気
候
に
あ
っ
た

地
域
か
ら
種
子
を
取
っ
て
育
て

る
こ
と
が
好
ま
し
い
た
め
、大
崎

市
で
は
挿
し
木
の
増
殖
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て

実
生
苗
を
生
産
す
る
た
め
、種
子

を
採
る
ミ
ズ
キ
を
選
定
し
ま
し

た
。
秋
に
は
、
大
崎
市
有
林
に
生

育
す
る
３
本
の
ミ
ズ
キ
か
ら
種

子
を
採
り
、苗
木
の
生
産
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。令
和
７
年
度
は

ミ
ズ
キ
の
種
子
が
凶
作
だ
っ
た

た
め
、今
年
度
は
種
子
が
取
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　

●
伝
統
的
工
芸
品
を
応
援
す
る
取
組

　

鳴
子
こ
け
し
は
工
人
に
よ
り

表
情
が
様
々
で
、愛
ら
し
い
姿
に

フ
ァ
ン
が
多
い
伝
統
的
工
芸
品

で
す
。永
年
に
渡
っ
て
こ
け
し
の

伝
統
文
化
を
受
け
継
ぎ
親
し
む

た
め
に
は
、
ミ
ズ
キ
を
植
栽
し
、

需
要
に
応
じ
て
伐
採
・
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ミ
ズ
キ

は
成
長
が
早
く
、植
栽
後
二
十
年

前
後
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ミ
ズ
キ
の
植
栽
に
取
り
組

み
、伝
統
の
維
持
を
応
援
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
林
業
振
興
部
）

　

▶
植
栽
さ
れ
た
ミ
ズ
キ
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第239号　みやぎの林業だより　令和８年８月25日　

　昨今、ツキノワグマの市街地出没や人身被害が全国
的に発生し、連日ニュース等で取り上げられています。
昨年度は、県内でも２名の尊い命が犠牲になるなど、
注意が必要な状態が続いています。
　当管内での目撃件数は、例年平均の８件程度と比較
して、令和７年度は10倍以上の95件にのぼります。
このような状況から、地域の方々からツキノワグマに
関する講習会の開催を依頼され、複数回対応しました。
令和７年度は、当事務所では出前講座を用意していな
かったことから、同年に組織内で開催していた職員向
けの講習会を一般向けにアレンジし、開催しました。
　このように、地域のニーズを把握したことから、令
和８年度からは「みやぎ出前講座」のメニューとして、
正式に講座開設することとしました。
　講座は、クマへの恐怖をいたずらに煽ることは避け、
クマの生態や生活史、これまでの個体数減少や保護活
動による個体数回復の経緯などを説明した上で、これ
らと出没状況との関係性が掴めるよう工夫しました。
　また、クマ鈴などで自分の存在を知らせたり、クマ
の痕跡を読み解くことで、「出会いを事前に回避する」

を対処の柱として説明しています。加えて、地域のゴ
ミ出しルール（時間・密封等）を徹底することもクマの
誘因防止に役立つなど、個人でも取組可能な対策も紹
介しています。
　今年度新たに開設した講座ですが、既に複数件の申
込をいただいており、６月にははじめての講座を開催
し、20名を超えるご参加をいただくとともに、地元紙
の取材も受けるなど、注目の高さを実感しています。
　地域の安心・安全な生活のため、最新の動向を随時
取り入れながら、情報を発信していきます。

　（気仙沼地方振興事務所林業振興部）

　令和８年５月24日（日）、登米市東和町の市有林
において、「市民参加の新たな森林づくり」植樹祭が
開催されました。本植樹祭は、登米市市制施行と同
時に始まった取組であり、市民の皆さんに森林に親
しみ、森林を守り育てることの大切さを感じていた
だくことを目的として毎年実施されています。
　当日は、登米市内外から134人が参加し、少花粉
スギの苗850本を植栽しました。作業前に雨が降
り、適した環境の中で植栽を行うことができまし
た。少花粉スギは、花粉の飛散量が一般的なスギと
比べて１パーセント以下とされており、花粉症対策
に配慮しながら森林資源を育てることができる樹
種として注目されています。
　参加者の皆さんは、植栽方法について説明を受け
た後、唐鍬を使いながら一本一本丁寧に苗木を植え
付けました。一部急斜面での作業もありましたが、
参加された方同士で声を掛け合いながら協力して
植栽を進める姿が見られました。
　また、多くの親子連れも参加し、子どもたちが熱
心に苗木を植える様子が印象的でした。普段は森林
に触れる機会が少ない方々にとって、森林づくりを

体験しながら森林や林業について理解を深める貴
重な機会となったほか、自然とのつながりを実感す
る機会となりました。
　今回植栽した少花粉スギは、今後も下刈りや間伐
などの適切な手入れを行いながら大切に育ててい
きます。参加者の皆さんには、自ら植えた苗木の成
長を見守りながら、森林が持つ多様な機能や役割に
ついて関心を深めていただきたいと思います。今後
も市民の皆さんとの協働による森林づくりを進め、
次世代へ豊かな森林を引き継いでいきます。

(東部地方振興事務所登米地域事務所林業振興部）

「ツキノワグマ」 出前講座開催しました

地域レポート 各圏域の取組をご紹介します。

「市民参加の新たな森林づくり」 植樹祭の開催

▲植樹祭の記念撮影

▲出前講座in本吉公民館
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令和８年８月25日　みやぎの林業だより　第239号

みやぎの
林業研究

林業技術総合センターでは、県林業分野の課題を解決するため、日々様々な研
究が行われています。令和8年度の研究と研修情報についてご紹介します。

み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　

   

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

　
本
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、今
年
度
も
四
コ
ー

ス
三
十
六
講
座
を
開
設
し
、
は
じ
め
て

林
業
を
志
す
方
か
ら
、
技
術
の
習
熟
を

目
指
す
林
業
事
業
体
の
技
能
者
の
方
ま

で
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
な
が
ら
、体

系
的
に
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
研
修
の
実
施
状
況

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
広
葉
樹
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
】

　
五
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
に
か

け
て
、
東
北
大
学
名
誉
教
授
の
清
和
研

二
氏
を
講
師
と
し
て
、「
自
然
に
倣
う
森

づ
く
り
」に
関
す
る
講
義
と
、
針
広
混
交

林「
自
生
山（
大
崎
市
鳴
子
）」と
広
葉
樹

林「
一
桧
山（
栗
原
市
花
山
）」に
お
け
る

現
地
実
習
を
実
施
。

【
林
業
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
研
修
】

　

六
月
八
日
、
花
巻
市
地
域
林
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
阿
部
忠
一
氏
を
講
師
に
、

航
空
レ
ー
ザ
計
測
を
活
用
し
た
花
巻
市

の
森
林
・
林
業
再
生
の
取
組
に
関
す
る

研
修
を
開
催（
市
町
村
職
員
等
十
五
名

出
席
）。

【
育
林
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
】

　

六
月
二
十
二
日
、
今
年
度
の
カ
レ
ッ

ジ
入
講
式
に
お
い
て
記
念
講
演
い
た
だ

い
た
名
古
屋
大
学
大
学
院
の
五
味
高
志

教
授
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
森
林
の
適

切
な
管
理
の
重
要
性
～
水
資
源
の
涵
養

と
森
林
土
壌
の
役
割
～
」に
関
す
る
講

義
、
及
び「
林
地
に
お
け
る
水
源
涵
養
量

（
貯
留
機
能
）の
簡
易
評
価
手
法
」に
関

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。

　

秋
以
降
も
引
き
続
き
、
各
種
研
修
や

講
座
、
特
別
講
義
等
を
開
講
す
る
ほ
か
、

十
月
二
十
三
日（
金
）に
は
、
２
０
２
６

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
カ
レ
ッ
ジ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
い
た
だ
き
、
是

非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　今年度、林業技術総合センターでは11の研究課題に取り組んでいます。そのうち新規課題である３課題につい
て概要を紹介します。
①高齢級スギ資源を有効活用する適正な製材方法の開発
　高齢級化が進む県内のスギ資源の有効活用を図るため、内部構造を踏まえた最適な木取り方法を検討するととも
に、その成果に基づき製材方法のマニュアル化を行い、県内製材工場への普及を目指します。
②雄性不稔 ( 無花粉 ) スギの品種開発に関する研究と宮城県の少花粉スギ品種のコンテナ直挿し育苗方法の検討
　宮城県では、スギ花粉症対策のため、無花粉スギの開発を進めており、ＤＮＡ鑑定により雄性不稔（無花粉）と判
定された「大衡不稔１号」の増殖、新たな不稔スギの作出に向け人工交配を進め、品種登録に向けた検定林の造成を
進めています。また、新たな取組として、発根前の少花粉スギ挿し穂をコンテナに直挿し、発根率や、成長量などの
育苗試験を行います。　　
③被害把握の省力化と精度向上を目指した松くい虫被害木調査手法の確立　
　ドローンで撮影した画像からAIにより松くい虫被害木を検出し、位置情報と被害材積を出力するアプリケー
ションを開発します。アプリケーションの使用により、現地での被害把握調査の効率化及び調査後の室内作業の省
力化を図ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林業技術総合センター）

令和８年度林業試験研究の概要について

▼①高齢級スギ丸太　 ▼②大衡不稔１号の増殖 ▼③ドローン空撮による調査画像

▲広葉樹ビジネス講座（現地実習）の状況

▼水源涵養量評価手法ワーク
ショップ

◀カレッジHP
はこちら
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野
生
き
の
こ
の
採
取
・
出
荷
に
注
意

　

秋
の
野
生
き
の
こ
の
採
取
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
に
当
た
り
、採
取
や
出
荷
・
販

売
に
関
す
る
重
要
な
ル
ー
ル
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。安
全
に
き
の
こ
狩
り
を
楽
し

む
た
め
に
、次
の
事
項
を
必
ず
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
採
取
の
マ
ナ
ー
と
食
中
毒
の
防
止

　

 

野
生
き
の
こ
を
採
取
す
る
際
は
、
必

ず
採
取
可
能
な
場
所
か
を
確
認
し
、
事

前
に
森
林
所
有
者
の
許
可
を
得
る
な
ど
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
、
全
国
で
毒
き
の
こ
に
よ

る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。図
鑑
と

形
が
異
な
る
場
合
や
、「
縦
に
裂
け
る
き

の
こ
は
食
べ
ら
れ
る
」と
い
っ
た
根
拠
の

な
い
迷
信
を
信
じ
る
の
は
非
常
に
危
険

で
す
。食
用
と
確
実
に
判
断
で
き
な
い
き

の
こ
は
、
絶
対
に「
採
ら
な
い
・
食
べ
な

い
・
売
ら
な
い
・
人
に
あ
げ
な
い
」を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、近
年
ク
マ
に
よ
る
人
身
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。野
生
き
の
こ
採
取
に

当
た
っ
て
は
、ク
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る

た
め
、
十
分
な
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
山

に
入
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
放
射
性
物
質
に
関
す
る
出
荷
・
販
売

　
の
ル
ー
ル

　
食
品
の
放
射
性
物
質
に
対
す
る
安
全
・

安
心
の
確
保
は
出
荷
者
・
販
売
者
の
責

務
で
す
。福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
伴
い
、
村
田
町
、
川
崎
町
、
仙
台
市
、

大
崎
市
、栗
原
市
、登
米
市
、気
仙
沼
市
、

南
三
陸
町
で
は
、野
生
き
の
こ
に
出
荷
制

限
や
自
粛
が
行
わ
れ
て
お
り
、当
該
市
町

村
か
ら
採
取
さ
れ
た
野
生
き
の
こ
は
、販

売
・
出
荷
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
大
崎
市
及
び
栗
原
市
の「
な

め
こ
、
な
ら
た
け
、
む
き
た
け
、
く
り
た

け
」、
気
仙
沼
市
の「
ま
つ
た
け
」に
つ
い

て
は
、出
荷
前
に
非
破
壊
検
査
に
よ
る
安

全
確
認
を
行
う
こ
と
で
出
荷
が
で
き
ま

す
。事
前
に
県
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
の

で
、
出
荷
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
近
く

の
地
方
振
興（
地
域
）事
務
所
林
業
振
興

部
又
は
県
林
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
荷
制
限
等
が
な
い
地
域
で

あ
っ
て
も
、販
売
す
る
際
は
事
前
に
自
ら

放
射
性
物
質
検
査
を
行
い
、放
射
性
物
質

濃
度
が
基
準
値（
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
百

ベ
ク
レ
ル
）以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
直
売
所
等
で
の
販
売
だ
け
で

な
く
、フ
リ
マ
ア
プ
リ
や
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど
の
個
人
売
買
、無
償
譲
渡
の

場
合
も
同
様
で
す
の
で
、注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
細
な
情
報
は
、宮
城
県
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の「
林
業
振
興
課
」の
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　
（
林
業
振
興
課
）

　

県からのお知らせ

▲野生きのこ
の採取につい
ての注意喚起
と出荷制限及
び自粛の状況
はこちらをご
覧ください。

　身近にある里山や竹林が、手入れが行き届かずに荒
れてしまっているのを目にしたことはありませんか？
里山は、国土の保全や生物多様性の維持など、山村地
域のために多くの大切な役割（多面的機能）を担ってい
ます。　
　県では、これら里山林の整備・活用に取り組む地域
住民の皆さんの活動を支援する「里山林活性化による
多面的機能発揮対策交付金」を活用しています（県事業
名「みんなの森林づくりプロジェクト推進事業」）。
　本事業には、活動に合わせた支援メニューがあり、放
置された里山林の整備を行い、そこから得られた資源
を活用する「地域活動型（森林資源活用）」。放置竹林の
整備や、里山林まで広がったタケ等の除去と竹林資源
の活用等を支援する「地域活動型（竹林資源活用）」。本
格的な森林整備等を行う「複業実践型」。これらに加え、
作業道等の整備、鳥獣被害防止柵の設置、活動に必要
な資機材の購入などのメニューも用意されています。
　県内では令和８年度、地域住民の皆様からなる20団
体が里山林整備の活動に取り組んでおります。

　本事業の活用を希望する場合は、活動を行う市町村
を所管する県の地方振興事務所・地域事務所の林業振
興部又は、交付金事業の事務局である（公社）宮城県緑
化推進委員会にお問い合わせ願います。

（林業振興課）

地域の里山を元気に！
「里山林活性化による多面的機能発揮対策」のご紹介

▲支援メニューの概要
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令和８年８月25日　みやぎの林業だより　第239号

1月 2月 5月4月3月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

円/ｍ3

16,000

14,000
15,000

11,000
12,000
13,000

10,000
9,000
8,000
7,000

令和6年

令和4年
令和3年

令和5年

令和7年
令和8年

5月4月1月 2月 3月 12月 平均11月10月7月 8月 9月6月
700

900

1,400
1,300

1,100
1,200

1,000

800

円/㎏

令和6年

令和4年
令和3年

令和5年

令和7年
令和8年

木 材 市 況 の 動 向

特 産 市 況 の 動 向

樹種 材長
   m

径 級
　　　cm

価格 （中値　単位：円／㎥）
大衡 仙南 仙北 津山

ス

ギ

　3.00
14〜16 － － － －
16〜30 － － － －
20〜32 － 11,500 － 12,000

　4.00

10〜13直曲 11,000 － 10,500 12,000
14〜18直曲 11,000 － 10,500 12,000
20〜22 12,100 － － －
24〜34 12,200 11,500 － 12,000
36〜 11,500 11,000 － 11,000

年　次 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和3年 1,046 954 916 879 892 862 843 921 939 921 948 1,035

令和4年 1,010 991 982 948 983 1,012 1,035 976 1,002 1,015 1,013 1,038

令和5年 1,031 968 967 966 996 1,038 1,019 996 1,011 1,016 1,006 1,068

令和6年 1,072 1,045 1,069 1,042 1,084 1,014 1,028 1,045 1,122 1,182 1,214 1,325

令和7年 1,286 1,239 1,217 1,182 1,137 1,128 1,064 1,084 1,129 1,193 1,169 1,361

令和8年 1,305 1,172 1,159 1,149 1,192 1,176

資料：宮城県森林組合連合会

資料：仙台中央卸売市場

素材：県森連共販所
　　　市況（平均価格）

表2　生しいたけ価格の市況（令和8年6月）

表１　各共販所別木材市況（令和8年7月）

図１　素材価格の動き

図２　生しいたけ価格の動向

単位：円／kg

項　　　目 総　数 木造戸数 非木造戸数 木造率（％）

令和8年5月（戸） 882 818 64 92.7 
令和7年5月（戸） 788 565 223 71.7 
前年同月比（％） 111.9 144.8 28.7 －

令和7年5月～令和8年5月（戸） 13,399 9,847 3,552 73.5 
令和6年5月～令和7年5月（戸） 16,676 12,470 4,206 74.8 

前年同期比（％） 80.3 79.0 84.5 －

表3　宮城県の新設住宅着工戸数（令和8年5月）

資料：住宅着工統計

新設住宅着工戸数
・令和８年5月の新設住宅計は前年同

月比で20.6%減少し、前年同期比で
は19.7%減となった。

・ 構 造 別では木 造が 前 年 同月比で
44.8%増加し、前年同期比で21.0％
減少となり、木造率は前年同月比で
21.0ポイント増の92.7%となった。 

素材動向
・素材平均価格は前年と比較し、やや

高い水準で推移している。

・平成24年に原木しいたけ（露地）が
出荷制限指示を受けたこと等に伴
い、価格は大きく下落したが、平成
26 年次以降は900 円～1,000 円
台と、震災前の平均価格を上回って
いる。

・令和8年の生しいたけの月平均の単
価（円/kg）は前年よりやや高い水準
で推移しており、6月は1,176円/kg
となっている。

概　況

概　況

概　況

11



第239号　みやぎの林業だより　令和８年８月25日　

●本日はよろしくお願いします。
森林組合に勤務するそれぞれのきっか
けは何だったのでしょうか？
ー佐藤隆也さん（以下佐藤さん）
自分は、前職で建設の現場にいたん
ですが、転職を考えた時期があって。
元々祖父がうちの（登米町）森林組合で
働いていて、その繋がりから元々興味
のあった森林組合に入組しました。
－沼倉直輝さん（以下、沼倉さん）
私は高校を卒業後、組合を選んで就職
しました。なんとなく外の仕事が楽し
そうだなと思ったのがきっかけです。
最初は職員として事務もやっていたの
ですが、外での作業の方が自分に向い
ていると思い、作業員に転向して働い
ています。
－青木優弥さん（以下青木さん）
自分は元々木材関連の会社で働いてい
たのですが、転職して入組しました。生
き物や昆虫が好きなので、自然の中で働
けたらと思って森林組合を選びました。
●現場での技術習得など苦労されまし
たか？
－佐藤さん：初めのころは慣れないと
ころもありましたが、丁寧に教えても
らってます。
－青木さん：重機の操作を教えても

らった時も、1週間付き添って教えてい
ただけて、とてもありがたかったです。
●仕事をしていて特にやりがいを感じ
る瞬間はありますか？
－佐藤さん：やはり大径木を伐倒する
ときじゃないでしょうか。狙った方向
に逸れずに倒すことができると、より
達成感があります。
－沼倉さん：狙った場所に伐倒するこ
とができないと余計な作業が発生して
しまうため、林業機械で搬出するため
にも重要な技術です。
－青木さん：自分は伐倒した後の切り
株を見て、ツルが揃っていると綺麗に
切れたなと感じて達成感があります。
あと、林内で作業していると虫やリス
などの生き物と出会うことがあって、
それが楽しいです。
●では、逆に作業中大変だと感じるこ
となどはありますか？
－沼倉さん：作業に向かう際、全て合
わせると10㎏以上の荷物を持って現
場まで向かわなければいけないところ
ですね。チェーンソーや燃料、装備、
今はクマ対策でスプレーなども必要に
なるので荷物は相当量必要です。
－青木さん：車両などが入ることがで
きない環境とはいえ、今後楽になって
くれると嬉しいところですよね。
－佐藤さん：自分は前職の現場で働い
ていたので、それに比べたらキツイこ
とはあまりないです。
●なるほど！佐藤さんは中途ならでは
の経験が活きていますね。では、林内
作業に当たる上で、皆さんが特に気を
配っていることはありますか。
ー佐藤さん：やはり安全第一で作業を
行うこと…ですかね
－沼倉さん：そうですね（笑）それが一
番です。
－佐藤さん：入組してからすぐのころ、
チェーンソーで怪我したりもあったの
で、気を付けなきゃなと思います。昔
の林業は、とにかく早く沢山生産する
ことに重きを置くような風潮もあった
気がしますが、怪我をする方が全体の
生産性が落ちるので、業界全体でも安
全第一で作業しようという意識は特に

最近高まっているんじゃないかなと思
います。
－沼倉さん：機械での作業であっても、
材をつかんだ状態で重心が崩れてし
まったりすると危険なので特に作業中
は気を配っています。
－青木さん：林内だけでなく土場も周
囲に気を配らないと、人が周辺に来る
ことに気づかない、なんて可能性もあ
ります。作業場周辺の確認は特にきち
んと行うようにしています。
●今後作業員として仕事を続けていく
上で展望などはありますか？
－佐藤さん：空師（高所での特殊伐採
作業を担う作業員）に挑戦してみたい
ですね。登米町森林組合は今空師が一
人だけ、自分の祖父しかいません。技
術的にも高度で、ロープのくくり方な
ど覚えることが沢山あるんですが、ゆ
くゆくは代替わりできたらいいと思っ
ています。
－沼倉さん：私は、重機の操作技術を
さらに磨いて、用途の判別と、造材を
綺麗にできるようになりたいです。
－青木さん：自分も伐倒技術を更に磨
くのが目標です。少し刃の角度が違う
だけでも伐倒方向などが変化するた
め、研修などを活用しつつ、より確実
に安全な作業ができるように頑張って
いきたいです。
●ありがとうございます。最後に、今
後の林業分野について、期待などはあ
りますか？
－佐藤さん：とにかく人！特に若い人
が増えてくれるとありがたいです。
－沼倉さん：木材の価格が上がってく
れるといいと思います。登米は森林認
証を取得するなど、他地域よりは高価
で取引できているのかもしれません
が、それでもまだまだ低い。木材の価
格がより上がることによって、林業分
野に就職する人も増えてくれるのでは
ないかと思います。
－青木さん：人がもっと増えて欲しい
ので、そのためにも省力化が進めば、
人が集まりやすい職業になるのではな
いかなと思います。
●ご協力ありがとうございました！ !

みやぎの
森林人

もりびと

今回ご紹介するのは、登米市内に拠点を置く３つの森林組合の作業
員の皆さんです。お三方は、登米市内の豊かな森林をフィールドに、
日々、刈り払いや伐倒作業など林内整備に従事しています。

登米町森林組合
佐藤 隆也さん
就業 2 年目
現在は刈払いなどの
整備作業を担当

米川生産森林組合
沼倉 直輝さん
就業８年目
造材班でプロセッ
サーを使った造材
作業を担当

津山町森林組合
青木 優弥さん
就業 7 年目
林 産 班 に 従 事 し、
スギの伐採とフォ
ワーダによる搬出
を担当。
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令和８年８月25日　みやぎの林業だより　第239号

国産材(生産販売)、木材チップ生産
製 材 業 、 伐 出 造 林 請 負

代表取締役　亀 山 武 弘

宮城十條林産株式会社

本 社

営 業 所

工 場

関連会社

〒980‐0871

仙台市青葉区八幡3丁目2番7号

　仙台(022)261ー2151(代)　FAX(022)261ー2150

気仙沼･栗駒･飯野川･大和･白石･郡山･岩出山

気仙沼･栗駒･白石･岩出山･鶯沢

宮十運輸株式会社･宮十造園土木株式会社

株式会社宮城環境保全研究所

代表理事

専務理事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

亀　山　武　弘
小　澤　幸　三
亀　山　征　弘
梶　原　領　太
阿　部　　　貢
富　澤　和　彦

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022(261)2151　FAX　022(261)2150

宮城県木材チップ協同組合宮城県木材チップ協同組合
会　長
副会長
副会長
副会長

米　澤　光　秀
永　井　政　雄
菅　原　正　義
佐　藤　裕　康
ほか理事一同

〒980-0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022（261）2151

宮城県木材チップ工業会

代 表 理 事 佐々木　治　樹

〒989-6165　大崎市古川十日町４番１４号
TEL（0229）22-1281
FAX（0229）22-1281

E-mail : sasakimi@proof.ocn.ne.jp

一般財団法人 佐々君治山報恩会

〒980-0011
仙台市青葉区上杉２丁目４-46
宮城県森林組合会館内
TEL（022）266-7121

水源林造成事業

緑をはぐくみ水をつくる
　奥地水源地域の森林整備

宮城県水源林造林協議会
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第239号　みやぎの林業だより　令和８年８月25日　

「公益信託  農林中金森林再生基金」（農中森力基金）等を通じ、森林の公益性発揮を
目指した活動を積極的に支援していきます。

〒980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目2 番 16 号（ JＡビル宮城内）　☎022（711）7641（代）

もりぢから

私たちは森林づくりのプロフェッショナルです。ご相談はお近くの森林組合に！

宮城県森林組合連合会
仙台市青葉区上杉２丁目４-４６
TEL022-225-5991　FAX022-225-5994

■樹木の枝や根の有効利用は　　ウッドリサイクルセンター　022-345-6041

■優良みやぎ材の原木は
仙南地区木材センター
大 衡 綜 合 セ ン タ ー

0224-51-9916
022-345-2205

仙北地区木材センター
津 山 木 材 セ ン タ ー

0229-72-1877
0225-68-3038

花粉症対策スギ挿木コンテナ苗木，海岸防災林用抵抗性クロマツ苗木をはじめ，
林業用及び森林復旧用各種苗木のご用命・ご相談承ります。

〒980－0011 仙台市青葉区上杉二丁目4番46号
TEL （022）222－3661　FAX （022）225－5994

宮城県農林種苗農業協同組合

GR現代林業 林業新知識
B5判　24頁
年間購読料 3,000円（送料込み）

A5判　80頁
年間購読料 5,400円（送料込み）

山 林
A5判　66頁
年間購読料 4,500円（送料込み）

〒981-0914  仙台市青葉区堤通雨宮町4-17
　　　　　　  宮城県仙台合同庁舎10階

宮城県林業振興協会

TEL 022-301-7501
FAX 022-301-7502

図書の申込、問い合わせは

林業の今を伝える月刊誌今
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令和８年８月25日　みやぎの林業だより　第239号
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一般社団法人 宮城県林業公社

森林は大切な資源です
森林整備を通して

美しい森林を未来に伝えます

〒981-0914　仙台市青葉区堤通雨宮町4－17
TEL（022）275-9171　FAX（022）275-9172
http://www.miyagi-rinkou.sakura.ne.jp

（森林整備法人）

スゴいぞ！  みやぎの木のチカラ

　県土の約６割を占める森林は、水源のかん養や山地災
害の防止など多様な機能を担っており、その発揮が様々な

SDGsの目標達成に貢献しております。また、製造時のCO2

排出量が少なく、内部に炭素を蓄える木材を上手に利用する

こと（ワイズユーズ）は、温暖化防止など様々なSDGsに貢

献し、そこから生み出される恵みを森林の再生に還元させるこ

とで持続可能な循環を作り出すことができます。

　みやぎにはJAS製材品など優れた品質の木材や高度な
加工技術があります。どうぞ、家づくりや街づくり等において

「みやぎの木のチカラ」を実感してください。

私たちがお手伝いいたします。

宮城県木材協同組合の取組例

ＪＡＳ製品の
利用拡大

宮城県産材
利用拡大

宮城県木材協同組合　　理事長　米澤 光秀
tel：022（233）2883　https://miyagi-wood.jp

令和８年度JAS構造材実証支援事業

木×SDGs Wise use of woods from みやぎ ！

令和8年緑の募金運動スローガン

「緑の募金で進めよう SDGs」～森林を守る　森林を活かす～
も 　  り も 　  り

緑の募金
にご協力
ください！

秋の強調月間

年間目標額 45,000,000円

9月1日～10月31日

〒981-0914  仙台市青葉区堤通雨宮町4-17  宮城県仙台合同庁舎10階

公益社団法人宮城県緑化推進委員会
TEL.022-301-7501  FAX.022-301-7502


